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• 1935年創業

• 本社：北海道苫小牧市

NAMIE

TOMAKOMAI

会社概要

• 2023年6月福島RDMセンター開設

コンクリート×テクノロジー
→新しい価値の創造



RDMのサイクル

• Research（研究）

• Development（開発）

• Manufacturing（製造）

• Marketing（市場展開）

コンクリート製品工場

研究開発拠点



脱炭素につながる研究開発

勝手にひび割れを治して脱炭素につなげる

自己治癒コンクリート Basilisk

練り混ぜ時に特殊なバクテリアとその餌を添加。

バクテリアの代謝活動によってコンクリートのひび割れを

自己治癒させるテクノロジー

オランダデルフト工科大学と共同で研究

2020年に世界初の量産化に成功

コンクリート構造物を長寿命化させることで脱炭素に貢献します。



新たな開発-蓄電コンクリート

コンクリートが蓄電池に変わる

蓄電コンクリート

コンクリートにカーボンブラックを混ぜることで

導電性を持たせるテクノロジー

昨年4月アメリカマサチューセッツ工科大学と研究を開始

電気抵抗による発熱性もあるため、

ロードヒーティングとしての使用方法も研究中



9月25日(木) 開催！

11:00~18:00 参加無料

関係人口の増加

1年に1度のテックフェス

「結（ゆい）」

訪れた人やテクノロジー同士を結び付け

新たなイノベーションを呼び起こすためのイベント

コンクリート3Dプリンター、ドローンなど取り組ん

でいる技術開発やチャレンジしているプロジェクト

に関するプログラムを提供

【これまでの参加者数】

2023年：800名（グランドオープン）

2024年：400名



• 希望や野望をもった人たちが前向きに活動し

• 相手のチャレンジを応援し合い

• それぞれの想いが相手を元気づける

おわりに（個人的な想いですが...）

浪江町って、

「挑戦すること」にとにかく前向きな地域

皆さんにいつも元気をもらっています!!



一般社団法人 東北ソーシャルデザイン研究所
株式会社 マイファーム
クローバーグループ

浪江町田園都市構想
NAMIE GARDEN CITY PROJECT

都市計画家 風見正三
宮城大学 参与・名誉教授

+
一般社団法人 東北ソーシャルデザイン研究所

株式会社 マイファーム
クローバーグループ



１ 地域創造（Sustainability)
地域エネルギー創生による
課題解決型のまちづくりの実現

２ 生活創造(Smart Life)
持続可能なライフスタイルによる
環境負荷の少ない自立社会の実現

３ 産業創造(Creative Industry)
地方都市のポテンシャルを活した
環境産業創生（環境・情報・観光）

４ 地域ブランディング(Symbiosis)
「田園都市」＝新時代の環境都市の創造
地球と共生する健康で幸福な暮らしの発信

５ 社会システム(Social Impact)
地方都市が抱える共通課題の解決モデル
長寿命社会（福祉・地域・経営）
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創造機構

グローカルイノベーション
を実現する教育研究と地域実装

地域資源に立脚した地域産業の
環境創造型の連携と共創

福島から日本を変革する
地域共創拠点

地球時代の自治体の使命

21世紀の田園都市を創造する地域経営組織の提案
FUTURE OF NAMIE TOWN

共通のビジョンに向け、産官学民が連携し、合意形成を図りながら
自然と共生するまちを創造する

＜ 議長：風見正三 ＋ 委員（都市計画・農業・林業・福祉・建築・造園・土木・環境・地域経済・政策科学等）＞
事務局：一般社団法人 東北ソーシャルデザイン研究所

なみえ田園都市構想の
デザインマネジメントを実行



風見 正三
Shozo Kazami

都市計画家

宮城大学
参与

名誉教授
特任教授

とうほくPPP・PFI協会 会長

宮城県建築審査会長
みやぎ景観アドバイザー

専門

都市計画・地域経営・環境政策
コミュニティビジネス
持続可能な地域創造学

PROFILE

学歴
東京工業大学大学院総合理工学研究科環境理工学創造専攻 博士後期課程 修了
英国ロンドン大学政治経済大学院（L.S.E） 都市地域計画学修士課程 修了
英国ロンドン大学理工医学大学院（Imperial College） 経営学修士コース 修了

学位
博士（工学）東京工業大学 2007年
理学修士（都市地域計画学）ロンドン大学 1992年
経営学修士 ロンドン大学 1993年

職歴
1984年4月 財団法人日本ダム協会研究部研究員
1987年4月 大成建設（株）開発本部
2008年4月 宮城大学事業構想学部 教授
2016年4月 宮城大学事業構想学部長 兼 事業構想学研究科長
2019年4月 宮城大学理事兼副学長

（研究・地域連携・産学連携担当）
2020年9月 宮城大学理事兼副学長

（研究，学術情報，地域連携・産学連携，国際交流担当）
図書館長、最高情報責任者(CIO)

2021年4月 研究推進・地域未来共創センター長（兼務）
2025年4月 宮城大学 参与・名誉教授



主要著書 建築・経営・環境・教育

「『明日の田園都市』への誘い-ハワードの構想に発したその歴史と未来-」（彰国社、2001）

「テーマコミュニティの森−ヒューマンサイズの新しい都市」（ぎょうせい、2002）

「緑地•公共空間と都市建築」建築の発展と制御シリーズ 第2巻」（日本建築学会、2006）

「コミュニティビジネスのすべて理論と実践マネジメント」（ぎょうせい、2009）

「コミュニティビジネス入門-地域市民の社会的事業-」（学芸出版社、2009）

「東日本大震災復興への提言−持続可能な経済社会の構築」（東大出版会、2011）

「地域診断法〜鳥の目、虫の目、科学の目」（新評論、2012）

「震災復興と生態適応−国連生物多様性の10年とRIO+20に向けて」（国際書院、2013）

「東日本大震災とNPO•ボランティア」 (ミネルヴァ書房、2013)

「都市・地域の持続可能性アセスメント-人口減少時代のプランニングシステム-」（学芸出版社、2015）

「新コモンズ論-幸せなコミュニティをつくる八つの実践-」（中央大学出版部、2016）

「復興から学ぶ市民参加型のまちづくり―中間支援とネットワーキング」(創成社、2018)

「森の学校を創る−震災復興から発する教育の未来」(山口北州印刷株式会社、2020)

「復興から学ぶ市民参加型のまちづくりII―ソーシャルビジネスと地域コミュニティ―」(創成社、2020) 

SENDAI KOKUSAI HOTEL 2025.01.23



産官学民の連携PJ

全国の都市開発のプロデュース （1980 〜2008）
（都市政策・都市開発・再開発計画・企業の新規事業戦略）

持続可能な企業と都市の戦略の立案 （1997〜2008）
（民間企業の環境事業支援・自治体の環境政策立案・推進）

東北の地域産業と社会起業家の育成 （2008 〜）
（東北の中小企業の経営戦略指導と震災復興型の起業家育成）

震災復興と持続可能な都市経営指導 （2011〜）
（被災自治体の震災復興まちづくりの立案と実践）

田園都市構想の東北展開と地域起業家の育成（2016〜）
（都市と農村の融合に基づく社会変革の実現）

グローカルな視座による持続可能な社会の創造（2019 〜 ）
（SDGs,カーボンニュートラルの実現に向けた知の拠点の実現）

都市開発から持続可能な都市創造へ

浪江共創会議 2025.07.17



都市計画の発明

都市計画の祖
E.ハワード

1898年 「明日ー真の改革への平和的道」

1902年 「明日の田園都市」

都市の魅力：娯楽、社交、雇用機会、高賃金

農村の魅力：自然美、新鮮な空気、低家賃

両者の利点を兼ね備えた第3の選択

「都市（Town）と 田園（Country）は結婚しなければならない。この喜びに満ちた結合から新しい希
望と新しい生活、そして新しい文明が湧き上がってくるだろう」 （ Ebenezer Howard ）

ハワードの３つの磁石
（都市部－田園部のダイアグラム）

都市と田園の融合モデル

都市と農村の融合モデルを提言

Howard, E.：Garden Cities of To-morrow、Books for Business、2001 

エベネーザー・ハワード
Ebenezer Howard

（1850年1月29日-1928年5月1日）

社会改良家、近代都市計画の祖。都市
と自然の融合、都市の自律性を主張。
近代都市計画に多くの影響を与えた。

東、風見、他「『明日の田園都市』への誘い-ハワードの構想に発したその歴史と未来-」（彰国社、2001）



http://tochi.mlit.go.jp/tosinouti-katuyou/utukusii/type2/letch/index.htm

まちづくりの要諦

・土地を共有し借地権で運用する
・開発利益はコミュニティーに還元する
・職住の近接
・エネルギー効率の良いエコノミーな美しい住宅
・グリーンベルトから新鮮な農作物の供給
・緑豊かなコモンとビレッジグリーン
・多様な規模の宅地と住宅
・まちづくりのマネジメント組織

レッチワース

E.ハワードが提唱した「田園都市」の理念
にづき、ロンドンの北方55km建設された
自立した職住近接型の新都市。

田園都市の周囲を豊かな緑地帯（グリーン
ベルト）が取り囲んでおり、無秩序な拡大
（スプロール化）を防ぎ、コミュニティの
一体性を保っている。

The First Garden City  Letchworth
持続可能な都市システムの模索

Sustainable City Growth and its Management Process



地球時代の都市未来創造
高度情報社会における都市の存立意義とシステムの改編 ＝ DX

経済、社会、環境のバランスのとれた持続可能な都市の実現 ＝ GX

第一回デジタル田園都市国家構想実現会議
(令和3年11月11日) デジタル大臣提出資料



震災復興からの挑戦

持続可能な
地域未来共創モデル

の実現



震災復興から生まれた地域未来共創のアプローチ

地域の多様なステークホルダーの共創による
持続可能な未来のコミュニティデザイン

震災復興と学校の再建

・被災した公立学校の再建
・森と融合した学び舎の構想
・「森の学校」のコンセプトの提案
・基本構想・基本計画：宮城大学風見研究室
・多くの支援：Ｃ.Ｗ.二コル氏、学校専門家
・こどもたちと共に作り上げた公立学校

地域の自然を未来に継承

・地域の自然環境を調査
・エコロジカルプランニングの導入
・自然を尊重した地域計画を策定
・森と融合した学び舎の実現
・地域の自然を学ぶ場の創造

葉脈のステンドグラス 森の楽器による音楽会

マザーツリーと過ごす

森の管理と工作大会

地域と共に未来を創造する

浪江共創会議 2025.07.17



森の学校
の取り組み

地域未来共創モデル

地球（Global)と地域（Local)の共創

震災復興の使命

震災の教訓を未来に継承

東北の地域産業の再構築

東北の復興を世界に発信

未来創造への視座

自然の恩恵を知る教育

地域資源の活用と循環

地域と世界との共創

デザイン・計画行政・不動産・環境・建築等
の６部門の受賞

2017年 グッドデザイン賞
2017年 日本計画行政学会計画賞
2020年 第26回 日本不動産学会長賞
2020年 日本環境共生学会賞(環境活動賞)
2020年 日本環境共生学会賞(著述賞)
2021年 JIA(日本建築家協会）東北建築大賞

震災復興から発する
持続可能な未来創造の視座

浪江共創会議 2025.07.17



森の学校を創るプロセスの情報発信

震災復興を超えて、地域がどのように新しい未来を手に入れたのか、
子どもたちの未来はいかにデザインされていったのかを綴った
震災復興の奇跡の物語

「森の学校を創る-震災復興から発する教育の未来」

震災復興はまだまだ終わらない。

しかし、東北は今、震災復興を超えて、

新しい未来を創造していくべき時期にきています。

大震災の教訓から立ち上がり、そこから生まれていく新たな希望こそが、

日本を新しい未来に導いていってくれると信じています。



富谷市における
コモンズデザインの実践

森の公園ツリーハウス
プロジェクト



ツリーハウス
スクール

プロジェクト

For Our Sutainable Community in Tomiya City 

Forest Park Project

Tree House make the Dream to the Future

森の公園プロジェクト



森の公園プロジェクト構想に基づく、自然
と調和した公園創りに伴うシンボルとして
のツリーハウスの共創を行う。

市民参加によるツリーハウスの共創は、
「地域から愛される公園づくり」の基礎と
なり、ツリーハウスの製作過程における、
自然との関わりを通じて、都会生活の中で
失いつつある、「センスオブワンダー」を
取り戻し、身近な自然へ眼差しと地球的な
視野の共生を理解していく「学びの場」と
なる。

森の公園プロジェクトとツリーハウススクール



展開配置案

メインツリーハウススモールサイズツリーハウス

富谷市 森の公園・ツリーハウスプロジェクト子どもたちが輝く未来を
地域と共に創造する

ツリーハウスを地域でつくろう



絆さくらの会



1 桜を植えた人



2 さくらの会発足・震災前・現在

•さくらの会発足



2 さくらの会発足・震災前・現在

•現在•震災前



3 てんぐ巣病の枝の手入れ

•アフター•ビフォー



4 今後の展開
• 地区のシンボル『殿様桜』• 東京農大・弘前大の学生と



4 今後の展開

•津島小中学校の桜



5 課題 枝の処分



6 課題

•伐採枝の処理

•助成金の項目にないものが認められない

（ヘルメット等安全対策費）

•消耗品は一年以内

•自己資金の目当てがない

•助成金がいつまで続くのか不安



リサイクルギャラリー

り庵

「り（re)」の活動をする拠点→reとは日本語の「再」

・リサイクル（recycle)

・リメイク(remake)

・リフォーム(reform)

など



主な活動

・り庵の経営（リサイクルショップの経営）

→買取無しのリサイクルショップ

家具、食器、衣類、着物、手芸品、雑貨

・サロン、ワークショップ開催

→店内の商品を使ったリメイク

→着付け教室

→料理教室（ex 町内生産イチゴでジャム作り）

・「り」の会の運営

→十日市での花嫁行列



店内の様子



リサイクル
リユーズ
リフォーム
の作品集



ワークショップの様子



「り」の会の活動



・相馬流山おどり

・絆さくらの会

その他の活動



浪江駅西側地区共創会議 コミュニティ部会

浪江町地域おこし協力隊
古山 宏明

出身地:福島県伊達市
活動形態:フリーミッション型

任期:令和５年４月～
趣味:スポーツ観戦、寺院・城巡り ➀



本日の流れ

自己紹介 /活動内容紹介

自身の強みや技術は何？

地域での取り組み紹介

・英会話

・モルック

課題

➁



＜自己紹介＞ 初めまして、 ふるやま ひろあき と申します。

令和５年４月に福島県福島市より浪江町に移住し、浪江町の
地域おこし協力隊として、町の魅力 ＝ “なみえらしさ“を、
一緒に見つける・創る・広める地域おこし協力隊を「なみえ
プロモーション課」として、隊員ご自身で考えた、町を盛り
上げる企画・活動をしています。
実家は、同じ福島県の伊達市です。今年も春に田植えを行い、
冬には伊達市特産の「あんぽ柿」の生産を行っています。

③



令和7年度 活動内容紹介

❶浪江町の魅力を広める活動

❷子供支援活動

❸高齢居住者支援活動

❹居住地区の避難計画等策定の支援

(地域防災への意識向上)

❺定着支援研修参加・定着に伴う技能習得（自走支援）
④



自身の強みや技術は…

➡資格 ・英検準2級 ・秘書検3級 ・危険物取扱主任者 丙種

・赤十字 健康生活支援講習支援員

・赤十字 救急法救急員

・防災士

・J-SHINE(小学校英語指導者認定協議会)

小学校英語指導者資格認定

➡現在、資格を活かし、なみえ創成小学校放課後児童クラブや

公民館事業で地域の方々と交流させていただいております。 ➄



地域での取り組み 1．英会話

・活動実績 （令和6年度）
なみえ創成小学校放課後児童クラブ
英会話教室(年間15回対応)
・活動内容
3・4年生は外国語活動、5・6年生は
英語教科に分かれ、英語に対する
促進活動を行う。(1レッスン1時間)

 週に1回、オンラインまたは対面での英会話授業を受講し、今後浪江町に訪れ
る多国籍との交流に活かす

令和6年2月 小学校英語指導者資格取得コースの全カリキュラム受講修了

令和6年5月 J-SHINE(小学校英語指導者認定協議会)資格認定

➡令和7年度も英会話受講を継続し、自己の英語力向上と、F‐REI（福島国際研究
教育機構）での国際化になる地域・行政と関わって参ります。 ➅



2.モルックを活用した居住者への交流・健康促進

 公民館事業ニュースポーツ体験会でモルックを担当し、居住者同士
のスポーツ交流と健康促進を目的とした活動を行う。

➡モルック棒を投げるときは集中力を使い、スキットルを立てたり
拾ったりする動作は筋肉を使い、点数計算は脳を使うので健康に良
いとされています。

「モルック＝浪江町・相双地区」
のモデル化へ！
モルックで町おこし！！

活動実績 （令和6年度）
公民館事業(年間 体験会5回実施）
・5月23日㈭・7月25日㈭・9月26日㈭
・11月14日㈭・1月23日㈭
・3月6日㈭ 公民館長杯モルック大会実施
なみえ創成小学校放課後クラブ
モルック体験会実施
➡令和7年度は、月に1～2回モルック
教室活動中 ➆



課題は…

➡現在、子供たちの姿が駅前で見えないこと

原因は？

現在のスクールバスでの通学➡集団登校が無い➡地域での見
守りが無い➡子供たちの学びが無い➡町の衰退へ繋がる

だから…

浪江駅西側地区には、子供たち集まれる学びの施設・広場を立
地を希望します。

芝生の交流スペースで、ご高齢者も身体を動かせる場所、自転
車スタンドを併用し、災害時には、避難場所が防災公園として活用
できる公園になるように私も、お手伝いします。

➇



⑨

理想は…
芝浦公園

住所
東京都港区芝浦一丁目
16番25号

バスケットゴール かまどベンチ 普段は駐輪場など、災害時にはトイレブースへ

※敷地外観、園内MAP、バスケットゴール写真は、芝浦中央公園公式サイトより



ご清聴ありがとうございました。

Thank you for your time!

⑩



浪江テーマパーク構想

1



なぜテーマパーク？

2



浪江をもう一度笑顔あふれる町へ

3



復興は確実に進んでいる！

企業、工場誘致（會澤コンクリートさん）

隈研吾設計の浪江駅再開発

F-REI

スーパー、コンビニ

ガソリンスタンド

その一方で...
4



笑顔や笑い声がない

遊ぶ場所がない

一般の人が来る理由がない

もともと人々の暮らしがあった町

働きに来るだけの町でいいのか？

5



復興のもう一歩先へ

遊びに来たいと思う町へ

笑い声が聞こえる町へ

6



テーマパーク

7



テーマパークの波及効果

雇用創出（数百人規模）

一般の観光客の増加

常磐線利用者増→本数増加で終電も遅くなり、住民も飲みに行きやすくなるかも？

周辺地域経済の発展（飲食店、ホテルなど）

歴史の継承（震災の施設への訪問者も増える）

→町全体が発展

8



どんなテーマパークにする？

共創会議の参加者みんなで考えていきたい

9



例えば谷口は．．．

ファンド監査の経験を生かして、

有責組合のスキームでお金集め

10



資金調達

ファンドの運営

投資家
（地銀、地元大手企業、PE、VC）

運営者

運営

谷口

住民の方々
共創会議参加企業

建設請負

アトラクション考案

技術提供

ファンド

11

※ディズニーランドホームページより抜粋



テーマ（参考）

アニメ（エヴァンゲリオン、ガンダム、ポケモン、進撃の巨人などなど）

最新科学F-REIとの連携（ロボット、農林水産業、エネルギー、放射線化学、原子力）

共創会議メンバーや企業の得意分野をそれぞれアトラクションに

12



ジャングリア沖縄
（参考）

※ジャングリアホームページより引用
https://x.gd/9Llxr

13



※日本経済新聞より引用
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUC096CJ0
Z00C25A4000000/

14

（参考）


